
市政レーダー
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
と
も
に 

〜
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
〜

丹
波
篠
山
築
城
４
０
０
年
祭
事
業 

問
い
合
わ
せ　

築
城
４
０
０
年
祭
準
備
室
（
☎
５
５
２
‐
１
１
１
７
）

　

平
成
21
年
、
篠
山
城
跡
は
築
城
４
０
０

年
を
迎
え
ま
す
。
市
は
こ
の
記
念
す
べ
き

年
に
、「
丹
波
篠
山
築
城
４
０
０
年
祭
事

業
」を
行
い
ま
す
。
事
業
で
は
、
城
下
町

篠
山
の
歴
史
や
文
化
を
検
証
し
、
次
世
代

に
継
承
す
る
と
と
も
に
、
篠
山
な
ら
で
は

の
歴
史
に
培
わ
れ
た
文
化
や
篠
山
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
。
ま
た
、
一
過
性
の
イ
ベ

ン
ト
で
な
く
、
４
０
０
年
祭
を
契
機
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
の
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
に
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
、
ま
ち

ぐ
る
み
の
祭
り
と
す
る
た
め
、
斬
新
で
ユ

ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
皆

　

地
球
温
暖
化
と
は
、
大
気
中
の
温
室
効

果
ガ
ス
が
増
え
、
地
表
面
の
温
度
が
自
然

現
象
の
範
囲
を
超
え
て
上
昇
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
温
室
効
果
ガ
ス
は
、
石
油
を

燃
焼
し
た
り
、
ご
み
を
焼
却
し
た
り
す
る

こ
と
で
発
生
し
ま
す
。

　

篠
山
市
役
所
で
は
平
成
13
年
度
か
ら
の

５
年
間
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
に
市

の
関
係
施
設
な
ど
か
ら
排
出
す
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
昨
年
度
新
た
に
、
平
成
17

年
度
を
基
準
年
度
と
し
た「
篠
山
市
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画（
第
２
次
）」を
策

定
。
平
成
22
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画

の
実
施
期
間
と
し
て
、
さ
ら
な
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
の
関
係
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室

効
果
ガ
ス
は
、
平
成
22
年
度
で
１
４
３
㌧

の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

計
画
で
は
、
各
種
の
対
策
を
行
う
こ
と
で

総
排
出
量
を
基
準
年
度
レ
ベ
ル
に
維
持
す

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

「
篠
山
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画（
第

２
次
）」の
集
計
値
を
修
正

正
し
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
の
総
排
出
量

　

計
画
の
初
年
度
で
あ
る
平
成
18
年
度
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
総
排
出
量
は
２
万
３
，

２
６
０
㌧
で
、
基
準
年
度
と
比
較
す
る
と

２
１
3
㌧
・
約
０
・
９
２
㌽
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
計
画
で
定
め
た
総

排
出
量
を
基
準
年
度
レ
ベ
ル
に
維
持
す
る

と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
最
も
大
き

な
要
因
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
の
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
焼
却
量
が
計
画
値
以
上

に
増
加
し
た
こ
と
で
す
。
多
く
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
は
分
別
収
集
で
、
リ
サ
イ
ク

ル
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、汚
れ
て
い
た
り
、

分
別
が
困
難
で
あ
っ
た
り
す
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
は
、
可
燃
ご
み
と
し
て
焼
却
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
は
焼
却
す
る
際
、
紙
く
ず
を
焼
却
す

る
と
き
よ
り
、
数
百
倍
も
の
温
室
効
果
ガ

ス
が
発
生
し
ま
す
。
可
燃
ご
み
に
混
入
さ

れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
焼
却
量
を
減
ら
す
に

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
１
人
ひ
と
り
が
ご
み

の
分
別
を
徹
底
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
多
く
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
を
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

１
人
ひ
と
り
の
意
識
が
地
球
環
境
を
守
る

　

温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
す
に
は
、
皆
さ

ん
１
人
ひ
と
り
が
、
普
段
の
生
活
で
省
エ

ネ
を
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
す
ぐ
で
き
る
地
球
温
暖
化
対
策

○ 

冷
房
温
度
を
１
度
高
く
、
暖
房
温
度
を

１
度
低
く
設
定
す
る

　

 　

年
間
約
33
㌕
の
二
酸
化
炭
素
を
削

減
。
カ
ー
テ
ン
を
利
用
し
た
り
、
衣
服

で
体
温
調
整
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

○
シ
ャ
ワ
ー
の
使
用
を
１
日
１
分
減
ら
す

　

 　

年
間
約
69
㌕
の
二
酸
化
炭
素
を
削

減
。
シ
ャ
ワ
ー
の
お
湯
を
出
し
た
ま
ま

に
せ
ず
、
こ
ま
め
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

さ
ま
か
ら
の
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
募
集
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

第
１
次
募
集
内
容

　

祭
り
を
盛
り
上
げ
、
篠
山
の
魅
力
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア

※
自
ら
主
催
す
る
も
の
を
含
む
。

○ 

イ
ベ
ン
ト
＝
音
楽
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
、

シ
ョ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
、
販
売
、
祭
り
、

食
べ
物
な
ど

○ 
広
報
＝
広
報
、
マ
ス
コ
ミ
、
冠
イ
ベ
ン

ト
な
ど

○ 

文
化
＝
再
現
、
出
版
、
展
示
、
伝
統
芸

能
、
表
彰
な
ど

○
そ
の
他

応
募
資
格　

特
に
問
い
ま
せ
ん

応
募
方
法　

市
役
所
本
庁
・
各
支
所
・
各

公
民
館
・
篠
山
市
商
工
会
・
篠
山
観
光

協
会
・
丹
波
さ
さ
や
ま
農
業
協
同
組
合

に
備
え
て
い
ま
す
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
下
記
に
郵
送
、
メ
ー

ル（castle@
city.sasayam

a.hyogo.
jp

）、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
５
５
２
‐
５
６
６
５
）、

ま
た
は
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※ 

応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.city.sa

sa
ya
m
a
.

hyogo.jp/

）に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

応
募
期
限　

平
成
19
年
11
月
16
日（
金
）

事
業
の
詳
細　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
内
容
も

公
開
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

丹
波
篠
山
築
城
４
０
0

年
祭
実
行
委
員
会
事
務
局（
〒
６
６
９
‐

２
３
９
７
・
篠
山
市
北
新
町
41
）篠
山
市

政
策
部
築
城
４
０
０
年
祭
準
備
室（
市
役

所
本
庁
舎
３
階
）

　

平
成
18
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
算
定
す
る
中
で
、
計
画
の
対
象
と
な
る

１
２
９
施
設
の
う
ち
の
９
施
設
で
、
温
室

効
果
ガ
ス
を
排
出
す
る
各
種
の
燃
料
や
電

力
の
使
用
量
の
集
計
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
計
画
の
基
準
年
度
の

温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
を
、
２
万
８
，

８
９
５
㌧
か
ら
２
万
３
，
０
４
７
㌧
に
修

　

こ
れ
ま
で
１
世
帯
に
１
枚
交
付
し
て
い

た
保
険
証
が
平
成
19
年
12
月
か
ら
、
1
人

に
１
枚
の
カ
ー
ド
様
式
に
変
わ
り
ま
す
。

カ
ー
ド
様
式
の
新
し
い
保
険
証
は
、
11
月

中
旬
に
世
帯
主
あ
て
に
配
達
記
録
郵
便
で

送
付
し
ま
す
。
な
お
、
高
齢
受
給
者
証
や

老
人
医
療
受
給
者
証
、
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
資
格
証
明
書
は
今
ま
で
ど
お
り
の

大
き
さ
で
す
。

※ 

国
民
健
康
保
険
税
は
今
ま
で
ど
お
り
世

帯
主
に
対
し
て
の
課
税
と
な
り
ま
す
。

便
利
に
な
り
ま
す

　

家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
保
険
証
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
病
院
で
の
利
用
や
旅
行

で
の
携
帯
な
ど
も
便
利
で
す
。

紛
失
・
破
損
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

名
刺
サ
イ
ズ
に
小
さ
く
な
り
ま
す
が
、

大
事
な
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
く
さ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

異
動
が
あ
っ
た
と
き
に
は
？

　

転
居
に
よ
る
住
所
変
更
や
世
帯
主
の
変

更
、国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退（
喪
失
）

な
ど
の
手
続
き
に
は
、
家
族
全
員
の
保
険

証
が
必
要
で
す
。

保
険
税
を
納
め
ま
し
ょ
う

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
民
健
康
保
険

の
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
国
民

健
康
保
険
は
皆
さ
ん
が
保
険
税
を
納
め
る

こ
と
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
険
税
を
滞
納
す
る
と

○ 

督
促
を
受
け
た
り
、
延
滞
金
が
加
算
さ

れ
た
り
し
ま
す

○ 

有
効
期
間
が
短
い「
短
期
被
保
険
者
証
」

が
交
付
さ
れ
ま
す

○ 「
被
保
険
者
資
格
証
明
書（
国
民
健
康
保

険
の
資
格
が
あ
る
こ
と
だ
け
を
証
明
す

る
保
険
証
）」が
交
付（
保
険
証
は
返
還
）

さ
れ
、
医
療
費
の
支
払
い
が
い
っ
た
ん

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

○ 

財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を
受

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※ 

震
災
や
風
水
害
、
そ
の
ほ
か
の
災
害

な
ど
政
令
で
定
め
ら
れ
た
特
別
な
事
情

で
、保
険
税
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

国
保
年
金
課
国
保
税
係
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

保
険
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

毎
月
25
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
い
た
だ

き
ま
す
と
、
翌
月
の
納
期
分
か
ら
振
り
替

え
が
で
き
ま
す
。
国
保
年
金
課
ま
た
は
、

各
支
所
、
市
内
の
各
金
融
機
関
に
備
え
て

い
ま
す
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送（
〒
６
６
９
‐
２
３
９
７
・
篠

山
市
北
新
町
41
）ま
た
は
直
接
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

市
は
10
月
１
日
付
け
で
、
４
０
０

年
祭
事
業
の
事
務
局
と
し
て
、
政
策

部
に「
築
城
４
０
０
年
祭
準
備
室
」を

設
置
し
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
算
定
し
ま
し
た

地
球
温
暖
化
対
策 

問
い
合
わ
せ　

総　

務　

課
（
☎
５
５
２
‐
５
１
１
１
）

国
民
健
康
保
険
証
が
カ
ー
ド
に
な
り
ま
す

国
民
健
康
保
険 

問
い
合
わ
せ　

国
保
年
金
課
（
☎
５
５
２
‐
７
１
０
３
）

平成18年度温室効果ガス排出量施設別内訳

計
23,260t

生活関連
施設

17,750t

その他の施設
5,510t（24％）

その他の施設
1,376t（7.8％）

生活関連施設
17,750t（76％）

上下水道施設
5,681t（32％）

清掃センター
10,693t（60.2％）

10丹波篠山 Hyogo11 丹波篠山　2007.11
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市政レーダー

光 11チャンネル光光 111111チャンネルチャンネル

CATV自主制作番組
11月の放送日と内容

文字放送：9:50、13:50、20:50からそれぞれ10分間
映像放送：10:00、14:00、21:00からそれぞれ30分間

放送日＝1日（木）～9日（金）
内　容＝ 「丹波篠山のあき」

（昭 和39年 制 作：
島
しま

田
だ

敏
とし

宏
ひろ

さん）当時
では珍しい8ミリカ
ラーフィルムで撮
影された貴重な篠
山の映像。

　　　　 「自然体で楽しく続ける親切」（平成15年制作：
阪
さか

下
した

千
ち

代
よ

美
み

さん）ボランティアグループ「ホットく
りから」の活動を追い続けた作品。

●市民投稿映像作品

篠山市発…
「酒

さか

井
い

貞
さだ

子
こ

人材育成基金」
を設置しています
　篠山市では、「酒井貞子人材育成基金」を設
置しています。この基金は、酒井彌

わたる

さん（今
田町今田新田）から寄付いただいた資金を積
み立てたものです。市の将来を担う個人や
団体が、地域社会に貢献する目的で行う産業
振興や社会問題解決などの研究、実験、実
践活動を支援します。
　支援を受けようとされる方は、2人以上の
推薦人のある推薦調書とともに、所定の書類
でお申し込みください。審査会で審査の上、
総額100万円を限度に補助金を交付します
（うち本年度1件採択済）。詳細はお問い合わ
せください。
■問い合わせ　まちづくり課☎552-1118

「丹波篠山インターネットＴＶ 」でウェブラジオ配信開始。市
広報紙や議会だより、デカンショ節などを配信しています。
http://edu.city.sasayama.hyogo.jp/video/index.html

人 

権

　

毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
の

２
週
間
、
女
性
の
人
権
を
尊
重
し
、

意
識
啓
発
や
教
育
の
充
実
を
進
め
る

た
め
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
」が
行
わ
れ
ま
す
。
女
性
へ

の
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く

侵
害
す
る
も
の
で
、
男
女
共
同
参
画

社
会
を
形
成
し
て
い
く
上
で
決
し
て

許
さ
れ
な
い
問
題
で
す
。

　

夫
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ

る
男
性
か
ら
の
暴
力
＝
Ｄ
Ｖ（
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）は
、

長
い
間
、
家
庭
の
中
の
問
題
、
個
人

的
な
問
題
と
し
て
見
過
ご
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｄ
Ｖ
を
背
景
と

し
た
殺
人
事
件
が
発
生
す
る
な
ど
深

刻
な
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
、
よ
う

や
く
社
会
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
始

め
ま
し
た
。平
成
13
年
４
月
に
は「
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」（
Ｄ
Ｖ
防

止
法
）が
制
定
。
以
後
、
相
談
窓
口

の
充
実
や
情
報
提
供
、
緊
急
一
時
保

護
、
自
立
支
援
な
ど
の
対
策
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
に
篠
山
市

が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
配
偶
者

か
ら
身
体
的
暴
力
を
受
け
た
経
験
の

あ
る
女
性
は
、
県
の
平
均
を
上
回
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
警
察
な
ど

の
公
的
機
関
へ
の
相
談
者
は
、
極
め

て
少
な
く
、
１
人
で
悩
ま
れ
て
い
る

方
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
課
で
は「
女
性
の

た
め
の
相
談
室
」を
開
設
し
、
女
性

相
談
員
が
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
女
性
の
あ
ら

ゆ
る
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
９

時
〜
16
時
／
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

９
時
〜
12
時

■
問
い
合
わ
せ　

男
女
共
同
参
画
課

☎
５
５
２
‐
５
１
１
７

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た

消
防 

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
（
☎
５
９
４
‐
１
１
１
９
）

優
秀
賞

江え

角す
み

優ゆ
う

凛り

（
城
南
小
１
年
）、橋は

し

元も
と

杏あ

実み

（
今

田
小
２
年
）、
乾

い
ぬ
い

有ゆ
う

花か

（
畑
小
４
年
）、
大お

お

西に
し

元も
と

子こ

（
城
南
小
５
年
）、小お

野の

あ
す
香か

（
西

紀
中
１
年
）、
青あ

お

木き

ま
ゆ（
篠
山
中
３
年
）

入　

賞

塚つ
か

本も
と

み
な
み（
西
紀
南
小
１
年
）、
中な

か

本も
と

大ま
さ

翔し

（
古
市
小
２
年
）、
藤ふ

じ

野の

樹た
つ

生き

（
古
市
小

３
年
）、
島し

ま

内う
ち

希き

羅ら

（
大
山
小
５
年
）、
西に

し

菜な

央お

子こ

（
古
市
小
６
年
）、
荒あ

ら

木き

僚り
ょ
う

平へ
い（
日

置
小
６
年
）、
松ま

つ

本も
と

み
な
み（
篠
山
東
中
２

年
）、
関せ

き

口ぐ
ち

永え

利り

子こ

（
篠
山
東
中
２
年
）、

明あ
け

山や
ま

美み

波な
み（
西
紀
中
３
年
）

入
賞
作
品
の
展
示

10
月
15
日（
月
）〜
22
日（
月
）＝
こ
ん
だ
薬

師
温
泉
ぬ
く
も
り
の
郷
、
10
月
24
日（
水
）

〜
30
日（
火
）＝
ハ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
、

11
月
５
日（
月
）〜
10
日（
土
）＝
バ
ザ
ー
ル

タ
ウ
ン
篠
山
・
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
館
、
11
月
18
日

（
日
）〜
22
日（
木
）＝
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

　

広
報
紙
８
月
号
で
掲
載
し
ま
し
た

「
２
０
０
７
ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
」の
12

月
以
降
の
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
て
、
健
康
な
心
と
体
づ
く
り
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

　

毎
年
、
消
防
本
部
で
は
、
幼
少
年
の
防
火
意
識
を
高
め
る
た
め
、
市
内
の
幼
稚
園
児
と
小
・

中
学
生
た
ち
を
対
象
に
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
９
月
18
日

に
篠
山
市
建
物
農
機
具
共
済
推
進
協
議
会
と
篠
山
市
防
火
安
全
協
会
の
協
賛
を
得
て
、
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
４
１
３
点
の
力
作
が
出
品
さ
れ
、
審
査
員
も
入
賞
作
品
の
選
出
に
苦
悩
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
入
賞
者
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。　
（
敬
称
略
）

12
月
以
降
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

篠
山
市
ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー 

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
（
☎
５
５
２
‐
５
７
６
９
）

放送日＝前編　10日（土）～16日（金）
　　　　中編　17日（土）～23日（金）
　　　　後編　24日（日）～30日（金）
内　容＝ 2007年の7月7日・8日にたんば田園交響ホール

で上演された演劇を3回に分けて放送。

●篠山演劇サークル「花いちもんめ」10周年記念公演「ランナウェイ」

篠山市消防長賞　梶
かじ

谷
たに

瑠
る

美
み

那
な

（味間小4年）

篠山市防火安全協会長賞　松
まつ

元
もと

桃
もも

子
こ

（八上小3年）

篠山市長賞　奥
おく

田
だ

更
さら

紗
さ

（西紀中1年）

2007篠山市スポーツカレンダー
篠山市教育委員会・篠山市体育協会

月 日 曜日 大　　会　　名（会場） 団体名

12
月

16日 日 第34回篠山市柔道選手権大会（篠
山総合スポーツセンター） 柔 道 協 会

24日 月・祝 第51回篠山市駅伝競走大会（大
おおひるめ

賣
神社周辺） 陸上競技協会

31日 月 年越しマラソン大会（日置・後川地内）城東体育振興会

2008年

１
月

1日 火・祝
第9回ファミリー初もうで大会（ハー
トピアセンター～熊野新宮神社） 多紀体育振興会

今田元旦マラソン（上立杭地内） 今田体育振興会

13日 日 第9回篠山市新春駅伝大会（黒豆
の館周辺） 篠山市体育協会

26日 土
第1回福知山沿線都市交流少年
フットサル大会（篠山総合スポーツ
センター）

サッカー協会

27日 日
第36回丹南卓球大会（川代体育館） 丹南体育振興会

会員交流会（篠山総合スポーツセ
ンター） 社交ダンス協会

２
月

3日 日

篠山卓球大会（篠山総合スポーツ
センター） 篠山体育振興会

城東卓球大会（B&G海洋センター
体育館） 城東体育振興会

11日 月・祝

第18回巴旗・巴杯争奪戦篠山市少
年少女剣道大会兼第14回藤田杯剣
道大会（篠山総合スポーツセンター）剣 道 連 盟
2級以下昇級審査会（篠山総合ス
ポーツセンター）

17日 日
インディアカ大会（西紀体育館） 西紀体育振興会

今田卓球大会（今田体育館） 今田体育振興会

24日 日 第11回卒業記念少女バレーボール
大会（川代体育館） バレーボール協会

３
月

2日 日 第28回篠山ABCマラソン大会（篠
山城跡マラソンコース）

篠山ABCマラソン
大会実行委員会

9日 日 丹南ファミリーバドミントン大会（川
代体育館） 丹南体育振興会

20日 木・祝 第17回ワイルドボアテニス大会（篠山総合スポーツセンター） テニス協会

12丹波篠山 Hyogo13 丹波篠山　2007.11
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市政レーダー

　

税
源
移
譲
に
よ
る
経
過
措
置
は
、
平
成

19
年
分（
平
成
20
年
の
確
定
申
告
）の
所
得

が
減
少
し
た
方
へ
の
配
慮
と
し
て
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
平
成
19
年
度
の
市
県
民
税
が

増
加
し
、
平
成
19
年
分
の
所
得
税
が
か
か

ら
な
か
っ
た
方
は
、
平
成
19
年
度
の
市
県

民
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

税
源
移
譲
に
よ
る
経
過
措
置
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１
．
平
成
19
年
度
の
市
県
民
税
を
納
付

し
ま
し
た
が
、
会
社
を
退
職
し
て
平
成
19

年
の
収
入
が
減
り
ま
し
た
。
平
成
19
年
分

の
所
得
税
が
か
か
ら
な
か
っ
た
場
合
、
市

　
「
ふ
る
さ
と
応
援
団
」を
設
立
し
て

は
ど
う
か
と
の
提
言
を
受
け
ま
し

た
。
篠
山
市
出
身
者
や
篠
山
市
を
愛

す
る
方
た
ち
を
会
員
と
し
て
、
交
流

を
図
り
、
そ
し
て
、
篠
山
市
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
は
と
い
う
も
の
で「
篠

山
へ
帰
ろ
う
住
も
う
運
動
」や
国
で

計
画
中
の「
ふ
る
さ
と
納
税
」に
も
役

立
つ
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
前
の
西
紀
町
で
そ
の
例
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
速
検
討
に
入
り
ま

し
た
。
こ
の
10
月
、
各
地
域
で
味
ま

つ
り
が
行
わ
れ
、
市
内
は
多
く
の
篠

山
フ
ァ
ン
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
丹
波
焼
陶
器
ま
つ
り
の
開
催

や
東
京
青
山
の「
青
山
ま
つ
り
」へ
の

参
加
な
ど
で
、
篠
山
の
特
産
や
魅

力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
で
き
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
篠
山
と
い
え
ば
人
も
自
然
も
良

い
ま
ち
、
あ
た
た
か
い
ま
ち
と
好
感

を
も
た
れ
、
高
く
評
価
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
篠
山
出
身
者

も
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
愛
す

る
皆
さ
ん
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
ふ

る
さ
と
篠
山
応
援
団
の
輪
を
広
げ
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
報
課

　

☎
５
５
２
‐
５
１
０
９

「
ふ
る
さ
と
応
援
団
」

ふるさと
いちばん

市長の ・とーくH
ほっと

OT

税
源
移
譲
に
よ
る
経
過
措
置
が
行
わ
れ
ま
す

市
県
民
税 

問
い
合
わ
せ　

税　

務　

課
（
☎
５
５
２
‐
５
３
０
６
）

県
民
税
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
？

Ａ
１
．平
成
18
年
分
の
所
得
税
が
か
か
り
、

平
成
19
年
分
の
所
得
税
が
か
か
ら
な
か
っ

た
方
は
、
平
成
19
年
度
の
市
県
民
税（
平

成
18
年
分
の
所
得
で
税
額
を
計
算
）を
税

源
移
譲
前
の
税
率
で
計
算
し
直
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
納
付
さ
れ
た
平
成
19
年
度
の

市
県
民
税
は
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
平
成
20
年
７
月
１
日
か
ら
31
日

ま
で
の
間
に
市
へ
の
申
告
が
必
要
で
す
。

Ｑ
２
．
父
は
平
成
19
年
度
の
市
県
民
税
を

納
付
し
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
中
に
死
亡

し
ま
し
た
。
減
額
は
で
き
る
の
で
す
か
？

Ａ
２
．
こ
の
措
置
は
平
成
19
年
分
の
所
得

が
減
少
し
た
方
へ
の
配
慮
と
し
て
設
け
ら

れ
た
も
の
で
す
。
死
亡
さ
れ
た
場
合
、
平

成
20
年
度
の
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い

た
め
、
減
額
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
３
．
平
成
19
年
９
月
に
Ａ
市
か
ら
篠
山

市
へ
転
居
し
ま
し
た
。
市
県
民
税
の
減
額

申
請
は
ど
ち
ら
の
市
に
す
れ
ば
よ
い
の
で

す
か
？

Ａ
３
．
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所

地
で
あ
る
Ａ
市
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額

が
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
社
会
保
険
庁
か
ら
、
納

付
し
た
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る「
社
会

保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
」（
は
が
き
）が
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、
必
ず
こ
の
証

明
書
や
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

配
偶
者
の
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
や

世
帯
主
が
世
帯
員
の
保
険
料
を
納
付
し

た
場
合
、
納
付
し
た
方
が
社
会
保
険
料

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
の
送
付
時
期

○
平
成
19
年
11
月
初
旬（
平
成
19
年
１
月

１
日
〜
10
月
１
日
の
間
に
納
付
実
績
の
あ

る
方
）　

○
平
成
20
年
２
月
初
旬（
平
成
19

年
10
月
２
日
〜
12
月
31
日
の
間
に
初
め
て

保
険
料
を
納
付
し
た
方
）

国
民
年
金
保
険
料
収
納
業
務
の
民
間
委
託

　

西
宮
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
平
成
19

年
10
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
の

案
内
な
ど
を
民
間
事
業
者
に
委
託
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
国
民
年
金
保
険
料
が

未
納
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
社
会
保
険

事
務
所
か
ら
の
催
告
状
の
ほ
か
、「
株
式
会

社
も
し
も
し
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」が
電
話
や

文
書
、
戸
別
訪
問
な
ど
で
、
納
付
の
案
内

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

西
宮
社
会
保
険
事
務
所
☎

０
７
９
８
‐
３
３
‐
１
２
８
５

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
け
出
制
度

　

一
定
の
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
し
た

場
合
、
契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し

て
２
週
間
以
内
に
、
知
事
へ
届
け
出（
市

経
由
）が
必
要
で
す
。

届
け
出
が
必
要
な
面
積　

都
市
計
画
区
域

内（
西
紀
北
小
学
校
区
を
除
く
市
内
全
域
）

＝
５
，
０
０
０
㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域

外（
西
紀
北
小
学
校
区
）＝
１
０
，
０
０
０

㎡
以
上

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
土
地
の
先
買
い
制
度

　

県
や
市
が
都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序

あ
る
整
備
を
促
進
す
る
た
め
に
、
必
要
な

土
地
を
計
画
的
に
取
得
す
る
も
の
で
す
。

土
地
を
売
却
す
る
場
合
は
、
譲
渡
す
る
日

の
３
週
間
前
ま
で
に
知
事
へ
届
け
出（
市
経

由
）が
必
要
で
す
。
届
け
出
を
し
な
か
っ
た

り
、
虚
偽
の
届
け
出
を
し
た
り
し
た
場
合
、

罰
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
が
必
要
な
面
積　

都
市
計
画
区

域
で
都
市
計
画
施
設（
道
路
・
公
園
な
ど

の
都
市
計
画
決
定
を
受
け
た
施
設
）の
区

域
内
な
ど
の
土
地
＝
２
０
０
㎡
以
上
、
上

記
の
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
＝

１
０
，
０
０
０
㎡
以
上

　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
へ
土
地
の
売
却

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
申
し
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

申
し
出
が
で
き
る
面
積　

都
市
計
画
区
域

内
の
土
地
＝
２
０
０
㎡
以
上

兵
庫
県
へ
の
問
い
合
わ
せ　

兵
庫
県
都
市

政
策
課
☎
０
７
８
‐
３
４
１
‐
７
７
１
１

篠山市ホームページでもいろいろなまちの話題をお届けしています。

秋の味まつり（10月6日～ 8日・13日～ 14日）
　市内の各地域（篠山城跡、城東支所、四季の森生涯
学習センター、草山温泉・観音湯など）で、秋の味ま
つりが行われました。各会場では特産品のふるまい
などが行われ、観光客たちは黒枝豆をはじめとする
丹波篠山の秋の味覚を堪能していました。

南新町竹林整備事業（9月30日）
　「南新町美しいまちづくりの会」や、まちづくり篠
山、篠山市商工会青年部などの皆さん、約60人が築
城400年に向けて、篠山城跡南側の竹林の整備を行
いました。同活動は今年4月から行われてきたもので、
参加された皆さんは、倒れ込んだ竹を伐採し、竹を
格子状に組み合わせて垣根を作りました。

第19回全国車いすマラソン大会（9月30日）
　第19回「全国車いすマラソン大会」が篠山城跡マラ
ソンコースで行われました。雨天の中、全国から集
まった約110人の選手たちが、初秋の丹波篠山路を
疾走。市内中・高校生などのボランティアスタッフ
や沿道からは、温かい声援が送られていました。

丹波篠山味まつりで黒枝豆を買い求める観光客たち

河原町妻入商家群

まちの話題

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

国
民
年
金 

問
い
合
わ
せ　

国
保
年
金
課
（
☎
５
５
２
‐
７
１
０
３
）

大
規
模
な
土
地
取
引
な
ど
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

土
地
の
売
買
に
か
か
わ
る
制
度 

問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
５
５
２
‐
１
１
１
８
）
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